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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   1/20    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   1/20    　　　Ｅ
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月9日(2010.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラクトバチルス・ロイテリＤＳＭ１７９３８の生物学的に純粋な培養物。
【請求項２】
　ラクトバチルス・ロイテリＤＳＭ１７９３８の生物学的に純粋な培養物を含む組成物。
【請求項３】
　ラクトバチルス菌株からプラスミドを除去するステップを含む、ラクトバチルス菌株の
耐酸性を増大させる方法。
【請求項４】
　ラクトバチルス菌株がラクトバチルス・ロイテリの菌株である、請求項３に記載のラク
トバチルス菌株の耐酸性を増大させる方法。
【請求項５】
　ラクトバチルス菌株からプラスミドを除去するステップを含む、ヒトの胃でより良好に
コロニーを形成することができるラクトバチルス菌株を提供する方法。
【請求項６】
　ラクトバチルス菌株がラクトバチルス・ロイテリの菌株である、請求項５に記載のヒト
の胃でより良好にコロニーを形成することができるラクトバチルス菌株を提供する方法。
【請求項７】
　プラスミドが除去されているラクトバチルス菌株を含むプロバイオティック製品。
【請求項８】
　全プラスミドが除去されている、請求項７に記載のプロバイオティック製品。
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【請求項９】
　菌株がラクトバチルス・ロイテリの菌株である、請求項７に記載のプロバイオティック
製品。
【請求項１０】
　菌株がラクトバチルス・ロイテリＤＳＭ１７９３８である、請求項９に記載のプロバイ
オティック製品。
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